
 

クビアカツヤカミキリの発生に伴い 

旧北坂戸小学校の桜を伐採します 
 

 
地域住民各位 

 

特定外来生物の発生に伴う都市公園予定地内樹木の取扱いについて(通知) 

 

時下ますます御清栄のこととお喜び申し上げます。 

日頃から市政に対し、格別の御理解と御協力を賜り厚くお礼申し上げます。 

 さて、旧坂戸市立北坂戸小学校用地を活用した北坂戸さかろんパークの整備に向け、公

園施設等の詳細な検討を行っているところでございます。 

 また、令和６年度に実施した都市公園づくりワークショップにおいて、参加者の皆さま

から、桜等の既存樹木の活用を望まれる声がありましたことから、樹木の活用を念頭にお

いた整備計画を進めてまいりました。 

 

 しかしながら、予定地内の桜から特定外来生物であるクビアカツヤカミキリが確認され

たことで、桜等の既存樹木の活用について改めて検討が必要となりました。 

このクビアカツヤカミキリは、幼虫時に桜等のバラ科の樹木内部へ侵入し、食害を引き

起こすことで、樹木の枯死による落枝や倒木の原因となっており、繁殖力が高いことから

分布の拡大や倒木等による人への被害が問題となっております。 

 市では、桜等の既存樹木を活用するため、薬剤注入等の対応についても検討しましたが、

樹齢による樹木内部の空洞化の進行、倒木した際の公園利用者等への二次被害の発生等を

鑑みまして、大変心苦しい決断ではございますが、都市公園整備工事に併せて用地内の桜

等を伐採することといたしました。 

 今後、北坂戸さかろんパークには害虫や病気に強い樹木を新たに植樹することにより、

市民が憩うことができる公園を整備してまいります。 

 

皆さまにおかれましては、なにとぞ御理解賜りますようよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

担当 都市整備部北坂戸地区まちづくり推進室 
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